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第 3 章「動機づけを維持・向上させる要因についての検討」では，3 つの要因（目
標設定，困難度，フィードバック）に着目して，実験的に検討している。研究  1 で
は，160 名の大学生を参加者として，連続加算課題に取り組む前に，学習者自身に高
い目標を設定させる方法として平均成績情報の提示が有効であることを示している。
研究 2 では，120 名の大学(院)生に対して，アナグラム課題に取り組む前に，困難度の
表示や遂行経験の結果の知識といった，困難度に関わる事前情報によって，課題困難
度が低いと学習者に認識させることが，困難な課題への努力を向上させることを示し
ている。研究 3 では，120 名の大学(院)生に対して，2 桁かけ算暗算法を学習する課題
に取り組む際に，自己ランキング形式の方が，他者との競争型フィードバックよりも
学習パフォーマンスと内発的動機づけを向上させることを示している。 
第 4 章「動機づけを低下させる要因についての検討」では，外的報酬と遂行の失敗  
に着目した実験結果を述べ，学習者の内発的・自律的動機づけの低下を防ぐための対
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